
捕獲個体処理問題をジビエ利用につなげる取組（千葉県茂原市）

○ 茂原市鳥獣被害防止対策推進協議会は、平成28年にALSOK千葉(株)及び猟友会にイノシシ等の年間捕獲・駆除を業
務委託

○ ALSOK千葉(株)が食肉処理加工施設「ジビエ工房茂原」を建設し、捕獲個体をジビエ利用

・県内従事者が捕獲した個体を現場まで回収に向かい、施設に搬入することで、従事者の捕獲個体の処理負担を軽減

・捕獲従事者は補助金申請に必要だった捕獲個体の写真撮影及び記録作業が不要となり、事務的負担が軽減

取組内容 成果

○ ALSOK千葉(株)の職員や市内猟友会員を茂原市の有
害捕獲従事者として位置付け、イノシシ等の年間捕
獲・駆除業務委託を行い、継続的な捕獲を実施

○ ALSOK千葉（株）が令和２年７月にジビエ工房茂原を
建設。委託業務で同社や猟友会員等が捕獲したイノ
シシ等をジビエ工房茂原に搬入し、ジビエ利用を推進

〇 ジビエ工房茂原が県内市町村の従事者と事前に契約
書を交わ し、従事者から回収依頼の電話を受けること
で現地へ回収に向かい、生体搬入

○ 搬入した個体については、ジビエ工房茂原の職員が捕
獲個体の写真を撮影し、記録
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ジビエ工房茂原 (ALSOK千葉(株)運営)

〇 有害捕獲とジビエ利用の一体性確立

〇 捕獲従事者には処理労力や回収費用の負
担が発生しない

〇 処理負担軽減により、捕獲従事者は積極的
な捕獲が可能

〇 捕獲頭数が増加

（R元年：3,744頭 → R２年：4,802頭）

〇 ジビエ利用頭数の増加

（R元年：８頭 → R２年：256頭）

約28%
アップ！

32倍に！



○ 計４市町から搬入の受け入れ体制
(富津市R２～、その他R３～)

・茂原市（ALSOK千葉（株）、猟友会捕獲分）

・富津市
・長南町
・長柄町

➔地域全体のジビエ利用の促進
※事前に捕獲従事者とジビエ工房茂原が契約
書を交わしていること

○ 食肉加工の条件
・処理施設へ生体搬入を原則とし、市職員が搬入確認・放射性物
質検査を行うこと

○ 食肉以外の利用
・エサ用（ペットフード、屠体給餌）
・革製品加工用

○ トレーサビリティの徹底による安心
・捕獲日時、捕獲場所、処理の場所・時間などを個体番号と紐づけ
ており、安全安心な食品管理を実現

回収条件

契約書締結後であり、

①生体

②体重制限無し

③病気・怪我無し（目視）

Point1 Point2

従事者費用負担なし

青部はジビエ工房茂原作業

赤部は従事者作業

Point3

取組による成果・効果

○ 民間企業と行政が協力することで、有害捕獲とジビエ利用の一体性を確立

○ 従事者の労務軽減により、捕獲頭数が増加

○ ジビエ利用率が格段に増加し、捕獲個体の資源としての有効活用化

○ ジビエ利用率が増加することで地域おこしに
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取組内容 ALSOK千葉(株)(R２～)

捕獲後、午前９時までにジビエ工
房茂原に電話連絡し、回収を依
頼する。

捕獲及び回収連絡

事業のきっかけ

○ 協議会がALSOK千葉（株）及び猟友会に捕
獲委託契約をしているが、捕獲個体の低調
なジビエ利用率が課題

○ 捕獲個体の処理に多大な労力が必要

○ 報奨金の申請を行うためには、写真撮影
等が必要

これらの課題にALSOK
千葉(株)が着目

回収個体はジビエ利用！

○ 報奨金申請に必要な写真撮影等が不要に！

・ジビエ工房茂原が代わりに行うことで、捕獲従
事者の大きな負担となっていた報奨金申請に必
要な捕獲個体の写真撮影及び記録が不要に

・捕獲従事者による捕獲個体の止めさし、運搬処
理作業の負担が減り、捕獲に専念できるように

捕獲個体処理問題をジビエ利用につなげる取組(千葉県茂原市)
～ジビエ工房茂原への搬入スキームについて～

わな設置場所
へ回収に行き、
トラックに積み
込む

捕獲従事者に協力
を求める場合あり

捕獲従事者は写真撮影不要

ジビエ工房茂原独自に
・捕獲写真撮影
・捕獲個体記録

必要に応じて市町村
にデータ送信又は郵
送により、情報提供

市町村
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